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                                  ２高農セ第 190 号 
 令和２年８月 21 日 

各関係機関長 様 

高知県病害虫防除所長 

病害虫発生予察情報について 

病害虫発生予察注意報第２号を送付します。 

令和２年度病害虫発生予察注意報第２号 

 

病害虫名 トビイロウンカ 

 

１. 対象作物 水稲（普通期稲） 

２. 発生地域 県下全域 

３. 発生時期 ８月下旬以降 

４. 発生状況と注意報の根拠 

１)８月中旬に行った巡回調査では、県下全域で本種の発生ほ場率が 50％以上で、発生面積

は平年の４～10 倍と非常に多く、ほとんどのほ場で短翅型雌も確認されている。また、

株当たり寄生虫数が６頭以上の面積率も西部、中央部で５％を超えており、今後坪枯れ

が発生するおそれがある(表 1)。 

２)気象予報によると、向こう 1か月は晴れの日が多く、気温は平年よりも高いと予想され

ており、本虫の増殖に好適な条件が続くことから、発生は増加すると考えられる。 

５. 防除対策 

１)本種はほ場内で局所的に発生するため、ほ場全体の見回りを徹底する。また、成虫、幼

虫ともに株元に寄生するため、株元を注意して観察する。 

２)薬剤防除に当たっては、株元まで薬剤が到達するように散布する。また、農薬使用基準

の遵守及び周辺農作物等への飛散防止対策を徹底する。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
お問い合わせは、病害虫防除所(TEL：088-863-1132)または環境農業推進課(TEL：088-821-4861)まで 

本年 平年

 東　部(12) 50.0% 13.3 2.2 0%

中央部(18) 66.7% 231.5 23.5 6.0%

中西部(30) 73.3% 291.7 34.9 3.3%

西　部 (8) 87.5% 126.6 31.5 11.1%

※発生程度｢中｣は1株当たりの寄生虫数が6～20頭の場合

表1　普通期稲における令和２年８月の巡回調査結果

発生面積(ha) 地区名
(調査ほ場数)

 発生
ほ場率

発生程度
｢中｣面積率


